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1 はじめに

これまでのイチゴ生産は一季成り性品種を用いた作型

が主体となっており, 7月 ～9月 の夏秋期が端境期とな

っていた。近年,花成が連続する四季成り性品種の特性

を生かして,夏秋期にイチゴ生産を行う動きがみられ,

四季成り性品種の新品種開発も活発となっている。発表

された新品種の多くは民間育成によるもので,苗増殖に

制限が設けられている場合が多かった。そこで,四季成

り性品種の採苗時期と定植時期が果実生産に及ぼす効果

について検討するため,品種 `デコルージュ'と `なつ

あかり'を用いて秋定植と春定植作型での試験を行った

ので報告する。

2試 験 方 法

試験は2004～ 2005年 に秋田農試内固場の雨よけハウス

で実施した。

(1)秋定植作型

採苗は7月 8日 ,7月 28日 ,8月 17日 ,9月 lo日 ,9
月 28日 ,10月 12日 の 6回,培養土をつめたポリポッ

トを用いて行った。3回目までの苗は各 8月 25日 ,9月
15日 ,10月 4日 に,4回 日以降は 10月 25日 に一括し

て圃場に定植した。収穫期間は 6月 lo日 ～ lo月 28日

とした。

(2)春定植作型

採苗は7月 28日 ,8月 17日 ,9月 28日 ,10月 12日

の 4回,試験 1と 同様の方法で行い,2回 目までの苗は,

各 9月 1日 と 9月 24日 に露地仮植した。3回 日以降の

苗は株冷蔵処理までポットに据置き栽培した。12月 15

日に,根を洗浄した露地仮植苗及びポット苗を_15℃ の

冷蔵庫内に貯蔵し,定植前日に出庫して試験に供した。

定植は 4月 28日 と5月 26日 に行った。収穫期間は6月

28日 ～ 10月 28日 とした。

13)試験規模及び耕種概要

栽植密度は畝幅 151tm,株 間 3∝m,条間 4∝口,2条
植 C444株 /alと した。施肥量は基肥として窒素,リ ン

酸,カ リを各 ■5,18,1 5kg/a,堆肥を200kg/a施

用した。

花房は試験 1では全栽培期間放任とし,試験 2では 6

月1日 まで発生した花房を摘除した。また,夏期は30%

遮光資材を被覆した。

3 試験結果及び考察

(1)秋定植作型

秋定植作型での全期間収量と可販果収量は,採苗時期

の早い苗ほど多収になった。これは,採苗以降に生育が

進み花芽数が増加することによるとみられた。可販果 1

果重は,最 も遅い lo月 12日 に採苗した苗が小さかった。

品種別による収量の違いはみられなかった (表 1)。 7月

以降の夏秋期収量に限ってみると,採苗時期による差は

みられなかったが,8月 17日 採苗した苗が多収となる

傾向があった (表 2)。 収量推移をみると,いずれの採

苗時期の苗も,6月 の収穫盛期の後に約 1か月間端境期

が現れ (図 1),冬期間の花成停止による影響と推察され

た "。

(2)春定植作型

春定植作型での夏秋期の総収量と可販果収量は,秋定

植作型に比べ多収となった。定植期号1で は,4月 28日

定植が 5月 26日 定植に比べ多く,品種間には差がみら

れなかった。また,採苗時期別の収量は,最も遅い lo

月 12日採苗した苗が明らかに少なく,可販果 1果重も

小さかった (表 3)。 特に `な つあかり'の 10月 12日 採

苗した苗は大きく減収した。

春定植した `なつあかり'の収量推移は,6月 下旬の

収穫開始後,ほぼ連続して収穫が続き8月 下旬～9月 中

旬に収穫盛期となった。採苗時期の最も遅い 10月 12日

採苗した株は,7月 中に端境期が現れるとともに明瞭な

収穫盛期がみられず,他と異なる収量推移を示した〈図

2)。 `デコルージュ'はいずれの採苗時期も収量推移に

差はみられなかった。

4 ま  と  め

以上のことから,四季成り性品種の株冷蔵苗を用いた

春定植では,冬期間の花成停止により7月 に端境期が現

れる秋定植作型に比べ増収した。四季成り性品種は採苗

時期による夏秋期収量の違いは小さく,一括採苗による
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表 1 秋定植作型の採苗期と全期間収量 表 2 秋定植作型の採苗期と7月 以降の夏秋期収量

品種名 採苗湖
可販果収ユ  1果重 総収量

(3/11 1Va)(D  ∪株)l「g/8)

フ/8      280     124   75      573    254
7/20     019    142   82     585    200

デコレーカ リ|: 協 欄 ,: 器 :::
9/28     279     124   77     508    226
10/12    232     103   フ4     440    196
フ/8     235     105   84     471    209
7/28     192     85    83      413    183

なつあかリ ツ|:  :器  |:: ::  :囲   :::
9/28     208     92   83     435    193

なつあかり 241 b    83 b 491

採首期品種名
可販果収■  1果重

υい  lkg/D lgl
総収量

lg/榊 (cal

7~●ルージュ

なつあかり

採苗期 7/8
7/28
8/17
9/10
9/28
10/12

注1 :異 なる英小文字間にはTurkey検定による有意差あり("

大量増殖に適していると考えられた。ただし株冷蔵にあ

たつては,極端に遅く採苗した苗を用いた場合に著しく

減収することに留意する必要があり,この傾向は `なつ

あかり'で顕著であった。

なお,本研究は地域農業確立総合研究の「寒冷地にお

けるイチゴの周年供給システムの確立」として実施した。
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表3 春定植作型の採苗・定植時期と収量

注1:異 なる英小文字間にはTurk"検 定による有意差あり(5"
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図 2


